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収入予算

令和７年度予算 39.8億円 ⇒ 令和８年度予算 60.5億円（+20.7億円）
【内訳】○負担金収入の増 29.3億円 → 48.2億円 （+19.0億円）

○利用料収入の増 ー → 0.4億円 （＋ 0.4億円）

○受入金・雑収入の減 10.5億円 → 9.9億円 （▲ 0.7億円）

○共同運営調整金収入の増 ー → 2.0億円 （＋ 2.0億円）

・【改組】国保中央会からの受入金（令和7年度決算剰余金）の計上 ＋1.0億円
・【運用】決算剰余金繰入額（4.1億円→2.3億円）の減 ▲1.7億円
・【運用】退去する事務所の敷金返還の計上 ＋0.1億円

※ 端数整理（四捨五入）の関係から、合計等が不一致となる場合があります。（以下この議事について同じ）

※詳細は後掲・【改組】地域医療保険者に係る負担金収入の計上 +10.3億円
・【運用】運営負担金単価の引上げ +8.6億円

【内訳】○給与諸費の増 4.1億円 → 5.2億円 （＋ 1.2億円）

○業務経費の増 34.3億円 → 50.7億円 （＋16.4億円）

○積立金の増 ー → 4.1億円 （+  4.1億円）

○共同運営調整金の減 1.2億円 →     ー （▲ 1.2億円）
○予備費の増 0.2億円 → 0.4億円 （＋ 0.2億円）

・【改組】運営体制一元化に伴い国保中央会の運用体制を引き継ぐことによる増 +1.0億円
・【運用】サービス利用の拡大に伴う体制強化及び人事院勧告による増 +0.2億円

・【改組】地域医療保険者に係る運用経費（システム関連経費等）の新規計上 +11.1億円
・【運用】社会経済情勢の影響等による運用経費（システム関連経費等）の増 +3.4億円
・【運用】本部事務所移転による敷金及び賃借料の増 +1.9億円

・【改組】国保中央会からの受入金を別途積立預金へ移し替え ＋1.0億円
・【運用】オンプレ機器に係る次期機器更新に向けた積立開始 ＋3.1億円

令和７年度予算 39.8億円 ⇒ 令和８年度予算 60.5億円（+20.7億円）
支出予算

※詳細は後掲

・【運用】マイナ救急運用開始に伴う利用料収入の計上

・【改組】国保中央会における上半期剰余見込額の移し替え

【改組】＋13.3億円
【運用】 ＋7.4億円

【改組】＋13.3億円
【運用】 ＋7.4億円
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○ オンライン資格確認等システム及び中間サーバーについては、これまで医療保険情報提供等実施機関として、支
払基金及び国保中央会で共同運営しており、当該運営に係る経費についても両組織でそれぞれ予算・決算を実施
しているところ。

○ 今般の「医療法等の一部を改正する法律」（以下「改正法」という。）により、令和8年10月を目途に、運営体
制が医療情報基盤・診療報酬審査支払機構（以下「ＤＸ支払機構」という。）へ一元化されることに伴い、令和
８年度については次のとおり予算を編成する。

➀ 上半期（4月～9月）は従前どおり被用者保険者※1 及び生活保護の実施機関に係る収支は支払基金、地域医療
保険者※2に係る収支は国保中央会でそれぞれ予算計上し、下半期（１０月～3月）は地域医療保険者に係る収支
を含めＤＸ支払機構で一括して予算計上する。 （収入+10.3億円、支出＋12.3億円）

② 国保中央会における収入と支出の時期的なずれにより生じる令和8年度上半期剰余見込額を期中にＤＸ支払機
構へ引き継ぐため、共同運営調整金により移し替えを行う。 （収入＋ 2.0億円）

➂ 国保中央会の令和7年度決算剰余金を受け入れるため、国保中央会からの受入金を収入計上し、同額を別途積
立預金の繰入れとして支出計上する。（予算編成時は見込額を計上） （収入＋ 1.0億円、支出＋ 1.0億円）

被
用
者
保
険
者
等

地
域
医
療
保
険
者

令和8年度
上半期（4～9月） 下半期（10～3月）

令和8年度予算のポイント➀【改組】 +13.3億円

※1 被用者保険者（協会けんぽ、健保組合、共済組合等）※2 地域医療保険者（国保組合、広域連合、市町村国保）

上半期剰余見込額

収入 支出 収入 支出

国保中央会

支払基金 DX支払機構（支払基金）

DX支払機構（支払基金）

共同運営調整金

② 上半期剰余見込額の移し替え

➀ 下半期はDX支払機構で一括して予算計上

情報基盤運用勘定対象範囲

➂ 国保中央会の令和7年度決算剰余金
については、別途積立金へ繰り入れる
（収入及び支出に同額を計上）
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令和8年度予算のポイント②【運用】 +7.4億円

○ 運営負担金単価の引上げによる増 （負担金収入 +8.6億円）
・運用経費増加及び次期機器更新に向けた積立開始に伴う運営負担金月額単価の引上げ

○ マイナ救急運用開始に伴う利用料収入の新規計上 （利用料収入 +0.4億円）
・救急搬送中の救急時医療情報閲覧機能（マイナ救急）運用開始に伴い消防本部が支払う利用料

○ 決算剰余金繰入額（4.1億円→2.3億円）の減 （受入金 ▲1.7億円）

○ 退去する事務所の敷金返還額の計上 （雑収入 +0.1億円）

○ 社会経済情勢の影響及びサービス利用の拡大に伴う運用経費の増 （給与諸費 +0.2億円、業務経費 +3.4億円）
・サービス利用の拡大に伴う体制強化及び人事院勧告による給与諸費の増
・物価高騰や賃金水準の上昇、円安基調といった社会経済情勢の影響やサービス利用の拡大等による業務経費の増

○ 本部事務所移転による敷金及び賃借料の増 （業務経費 +1.9億円）

○ 共同運営調整金の減 （共同運営調整金 ▲1.2億円）

○ 次期機器更新に向けた積立開始による増 （積立金 +3.1億円）
・オンプレ機器（情報提供サーバー※1及び配信用サーバー※2）に係る次期機器更新に向けた積立開始

【支出】

【収入】

積立金額スケジュール次期更新
予定費用

内 容
令和12年度令和11年度令和10年度令和9年度令和8年度

2.6億円2.6億円2.6億円2.6億円10.3億円情報提供サーバー

0.5億円0.5億円0.5億円0.5億円0.5億円2.7億円配信用サーバー

0.5億円3.1億円3.1億円3.1億円3.1億円13.0億円合 計

※1情報提供サーバー ：J-LISに対して住基ネットを通じて機関別符号の生成や個人番号を含む本人確認情報の提供を求める役割を担うサーバー

※2配信用サーバー :オンライン資格確認端末や顔認証付きカードリーダーへの更新プログラム等を配信するサーバー

＜次期機器更新積立金計画＞
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単位：億円

令和7事業年度
39.8

+19.0

▲0.8

48.2

収入

保健医療情報会計 情報基盤運用勘定 4/5

負 担 金 収 入

雑 収 入

29.3

9.7

＋20.7

共同運営調整金収入

29.3

令和8事業年度
60.5

○負担金収入については、運営負担金月額単価の引上げ及び地域医療保険者負担金収入の新規計上等により19.0億円の増。
○利用料収入については、救急搬送中の救急時医療情報閲覧機能（マイナ救急）に係る利用料を新規計上することにより0.4億円の増。
○受入金については、決算剰余金繰入額が減少する一方、国保中央会における令和7年度決算剰余金（見込）を受け入れることにより▲0.8億円の減。
○共同運営調整金収入については、国保中央会における上半期剰余見込額を受け入れることにより2.0億円の増。
○雑収入については、退去する事務所の敷金返還額の計上等により0.1億円の増。

0.0 0.1

別途積立預金からの受入金（決算剰余金の繰入額） 2.3  (▲1.7)
システム機器更新等経費積立預金※からの受入金 6.4  (-)
国保中央会における令和7年度決算剰余金（見込） 1.0  (+1.0)

＋0.1

中間サーバー ：29.3億円（+10.8億円）
オンライン資格確認等システム ：31.2億円 （+9.9億円）

受 入 金

0.4

2.010.5

マイナ救急に係る利用料収入（令和8年度より新規）0.4 (+0.4)

国保中央会における上半期剰余見込額の受け入れ 2.0 (+2.0)

＋0.4

＋2.0

【通年分】
協会けんぽ負担金収入 18.5（+  4.5)
健保組合負担金収入 13.0（+ 3.1)
共済組合等負担金収入 5.0（+ 1.1)
生活保護実施機関負担金収入 1.5（▲ 0.1)
計 37.9（+  8.6）
【10月以降分】
国保組合負担金収入 0.6（+  0.6）
広域連合負担金収入 5.0（+  5.0）
市町村国保負担金収入 4.8（+  4.8）
計 10.3（＋10.3）

利 用 料 収 入

※中間サーバー運用開始時、次期システム機器更新に備え積立ててきたシステム機器
更新等積立預金（34.3億円）については、令和2年6月のクラウド化に伴い、令和3
年度以降の運営負担金単価抑制に活用することとしており令和8年度は6.4億円を受
入（受入は令和8年度をもって終了）
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○給与諸費については、サービス利用の拡大に伴う体制強化及び改組により国保中央会の運用体制を引き継ぐこと等により1.2億円の増。
○業務経費については、地域医療保険者に係る運用経費の新規計上、社会経済情勢の影響やサービス利用の拡大（マイナ救急含む）により中間サーバー
及びオンライン資格確認等システムの運用経費が増額となること、本部事務所移転による敷金及び賃借料の増により16.4億円の増。

○積立金については、オンプレ機器に係る次期機器更新に向けた積立を開始すること等により4.1億円の増。

単位：億円

令和7事業年度
39.8

令和8事業年度
60.5

50.7

4.1
0.4

支出

給 与 諸 費 及 び
退職給付引当預金
へ の 繰 入

予 備 費

34.3

1.2
0.2

5.2

＋16.4

＋20.7

業 務 経 費

4.1

+1.2

+4.1
＋0.2

共同運営調整金

中間サーバー ：29.3億円（+10.8億円）
オンライン資格確認等システム ：31.2億円 （+9.9億円）

▲1.2

・職員数の増に伴う増
（サービス利用の拡大による体制強化、運営体制一元化）
令和7年度 令和8年度 令和8年度

4月定員 4月定員 10月定員
35人 → 40人(＋5人） → 45人(＋5人）

給与諸費 5.2 (+ 1.2)

業務経費 50.7(+16.4）
・地域医療保険者に係る運用経費の新規計上 (+11.1）
・社会経済情勢の影響等による運用経費の増 (+ 3.4）
・本部事務所移転による敷金及び賃借料の増 (+ 1.9）

システム機器更新積立 3.1 (+3.1）
国保中央会における令和7年度決算剰余金積立 1.0 (+1.0)

積 立 金
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（参考）保健医療情報会計 情報基盤運用勘定

単位：億円（税込）

取扱 項番１ システム費用 中間サーバー及びオン資格における運用・保守費用、ネットワーク費用等
項番２ その他業務費用 ヘルプデスク等における業務運用支援費用等
項番３ 実施機関費用 医療保険情報提供等実施機関を運用するための費用（人件費、賃料及び予備費等）

合計オン資格中間サーバー
費目項番

国保中央会支払基金国保中央会支払基金国保中央会支払基金

8.042.050.04.621.726.33.420.323.7システム費用1

1.04.35.30.52.63.00.51.72.2その他業務費用2

2.18.510.61.14.75.81.03.84.8実施機関費用3

-1.61.6-0.80.8-0.80.8事務所移転費用４

-4.14.1-1.41.4-2.72.7積立金５

11.160.571.66.231.237.35.029.334.3計

医療保険情報提供等実施機関（支払基金及び国保中央会）における中間サーバー及びオンライン資格確認等システ
ムの運用に必要な経費は、約71.6億円。うち、支払基金の予算に計上する経費は、約60.5億円（中間サーバー29.3
億円、オンライン資格確認等システム31.2億円）。
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収入予算

令和7年度予算 216.4億円 ⇒ 令和8年度予算 141.0億円（▲75.4億円）

【内訳】○補助金収入の減 210.1億円 → 135.4億円（▲74.6億円）

○委託費収入の減 6.3億円 → 5.5億円（▲ 0.8億円）

支出予算
令和7年度予算 216.4億円 ⇒ 令和8年度予算 141.0億円（▲75.4億円）

・電子カルテ情報共有サービス係る定員を医療介護情報化等特別会計で経理することによる減 ▲2.6億円
・共通算定モジュールの追加機能（請求支援機能）の開発の本格化による定員増 +0.3億円
・クラウド間連携機能、PMH移管準備に係る定員増及び人事院勧告による増 +1.8億円

・電子カルテ情報共有サービスを医療介護情報化等特別会計で経理することによる減 ▲57.6億円
・共通算定モジュールに係る開発規模縮小による減 ▲32.4億円
・改正法に伴う医療DX拠点環境整備（組織名称変更によるシステム改修経費、移転経費等）による増 +17.6億円 等

・消防庁の委託を受けて実施する救急業務の実証事業が終了したことによる減等

※詳細は後掲

・消防庁の委託を受けて実施する救急業務の実証事業が終了したことによる減等

【内訳】○給与諸費の減 5.8億円 →         5.3億円（▲ 0.5億円）

○業務経費の減 204.3億円 → 130.2億円（▲ 74.1億円）

○委託経費の減 6.3億円 → 5.5億円（▲ 0.8億円）

・電子カルテ情報共有サービスを医療介護情報化等特別会計で経理することによる減 ▲60.2億円
・共通算定モジュールに係る開発規模縮小による減 ▲32.1億円
・改正法に伴う医療DX拠点環境整備（組織名称変更によるシステム改修経費、移転経費等）による増 +17.6億円 等

※詳細は後掲
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令和8年度予算のポイント

・電子カルテ情報共有サービスを令和8年度から医療介護情報化等特別会計で経理すること（▲60.2億円）
・共通算定モジュールの開発規模が縮小すること（▲32.1億円）
・改正法に伴う医療DX拠点環境整備等の新規事業が追加となること（+17.6億円）等により収入・支出予算額
は全体として▲75.4億円の減。

【補助金・委託費】

単位：億円
対前年度比8年度予算7年度予算事業内容

▲32.139.571.6共通算定モジュール（請求支援機能）の開発

補
助
金

+9.99.9-クラウド間連携機能の開発

+1.71.7-PMH医療費助成システム等の移管準備
▲4.36.110.4介護関連データ利活用に係る基盤構築

▲10.52.713.2予防接種事務デジタル化

+1.81.8-医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み

+0.70.7-母子保健事務デジタル化

+2.22.2-電子カルテ情報等分析関連サービス開発

+0.145.945.8オンライン資格確認等システム等整備

+0.20.80.6公共サービスメッシュ移行における対応
▲0.14.54.5保健医療情報拡充システム（救急時における患者の医療情報の閲覧機能）

-2.02.0感染症の発生届等の届出の仕組み
＋17.617.6-改正法に伴う医療DX拠点環境整備
▲60.2-60.2電子カルテ情報共有サービス
▲1.7-1.7マイナ救急業務のシステム構築 ｟消防庁｠

▲74.6135.4210.1小計

+0.45.55.1公費負担･地方単独医療費助成事業の情報連携 ｟デジタル庁｠

委
託
費

▲0.20.00.3死亡診断書･死亡届等オンライン化 ｟デジタル庁｠
▲0.7-0.7マイナンバーカードを活用した救急業務の推進（実証事業） ｟消防庁｠
▲0.2-0.2医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み
▲0.85.56.3小計

▲75.4141.0216.4合計

7年度は委託費収入

8年度は補助金収入

8年度から特別会計
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▲74.6

単位：億円

令和7事業年度
216.4

5.5

収入

保健医療情報会計 情報基盤整備勘定 3/6

補助金
収入

雑収入

▲75.4
令和8事業年度
141.0

○補助金収入の主な増減
・全国医療情報プラットフォーム開発事業（電子カルテ情報共有サービ

ス）を医療介護情報化等特別会計で経理することにより▲60.2億円
の減。

・共通算定モジュール開発等事業の開発規模縮小により▲32.1億円の減。
・改正法に伴う医療DX拠点環境整備事業の追加により17.6億円の増。

6.3

差
（②-①）

②令和8
年度

①令和7
年度

事業内容

▲32.139.571.6共通算定モジュール開発等事業

+9.99.9-医療情報システムのクラウド化に伴う検討事業

+1.71.7-PMH医療費助成システム等の移管準備等事業

▲4.36.110.4介護関連データ利活用に係る基盤構築事業

▲10.52.713.2予防接種事務デジタル化等事業

＋1.81.8-自治体検診DX推進事業

＋0.70.7 -母子保健事務デジタル化等事業

+2.22.2-電子カルテ情報等分析関連サービス開発事業

+0.145.945.8オンライン資格確認等システム等整備事業

＋0.20.80.6医療保険者等向け中間サーバー改修事業

▲0.14.54.5保健医療情報拡充システム開発事業

-2.02.0全国医療情報プラットフォーム連携基盤調査事業

+17.617.6-改正法に伴う医療DX拠点環境整備事業

▲60.2-60.2
全国医療情報プラットフォーム開発事業
（電子カルテ情報共有サービス）

▲1.7-1.7マイナ保険証のスマートフォン搭載に対応するための
救急業務用オンライン資格確認等システム改修事業

▲74.6135.4210.1合計

0.00.0

委託費
収入

210.1

135.4

＜補助金収入の内訳＞

▲0.8
差

（②-①）
②令和8

年度
①令和7

年度
事業内容

+0.15.55.4
公費負担・地方単独医療費助成事業の情報連携／
死亡診断書・死亡届等オンライン化

▲0.7-0.7マイナンバーカードを活用した救急業務の推進

▲0.2-0.2医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み

▲0.85.56.3合計

＜委託費収入の内訳＞
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差
（②-①）

②令和8年度①令和7年度項目

▲32.437.770.1共通算定モジュール（請求支援機能）の開発

+9.49.4-クラウド間連携機能の開発

+1.11.1-PMH医療費助成システム等の移管準備

▲4.35.910.2介護関連データ利活用に係る基盤構築

▲10.42.412.8予防接種事務デジタル化

+1.81.8-医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み

+0.60.6-母子保健事務デジタル化

+1.61.6-電子カルテ情報等分析関連サービス開発

+0.145.245.1オンライン資格確認等システム等整備

+0.20.80.6公共サービスメッシュ移行における対応

▲0.14.14.1保健医療情報拡充システム

-2.02.0感染症の発生届等の届出の仕組み

+17.617.6-改正法に伴う医療DX拠点環境整備

▲57.6-57.6電子カルテ情報共有サービス

▲1.7-1.7マイナ救急業務のシステム構築

▲74.1130.2204.3合計

単位：億円

令和7事業年度
216.4

令和8事業年度
141.0

支出

保健医療情報会計 情報基盤整備勘定 4/6

給与諸費及び
退職給付
引当預金
への繰入

予備費

業務経費

〇給与諸費については、電子カルテ情報共有サービスを医療介護情報化等特
別会計で経理することによる職員減等に伴い▲0.5億円の減。
〇業務経費については、電子カルテ情報共有サービスを医療介護情報化等特
別会計で経理すること、共通算定モジュールに係る開発案件の縮小等による
システム開発経費等の減により▲74.1億円の減。
〇委託経費については、消防庁の委託を受けて実施する救急業務の実証事業
が終了したことによる減等により▲0.8億円の減。

▲75.4

▲0.5

▲74.1

＜業務経費の内訳＞

5.8

5.3

130.2

204.3

給与諸費 5.3 (▲0.5)

職員数の減 (▲4人）等に伴う減
令和7年度末定員 令和8年度末定員

50人 → 46人

0.0 0.0
6.3 5.5▲0.8

差
（②-①）

②令和8年度①令和7年度項目

+0.15.55.4
公費負担・地方単独医療費助成事業の情報連携／
死亡診断書・死亡届等オンライン化

▲0.7-0.7マイナンバーカードを活用した救急業務の推進

▲0.2-0.2医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み

▲0.85.56.3合計

＜委託経費の内訳＞

委託経費
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保健医療情報会計 情報基盤整備勘定 5/6
令和9年度令和8年度令和7年度

開発概要システム開発（改修）項目
上半期下半期上半期下半期

共通算定モジュールの品質向上のテス
ト（モデル事業）を実施したうえで、
令和8年6月から運用を開始
追加機能として、モジュールで計算し
た結果を用いてレセプト請求が可能と
なる、請求支援機能の設計・開発

共通算定モジュール（請求支援
機能）の開発

クラウド型電子カルテからオンライン
資格確認等システム、電子処方箋管理
サービス、電子カルテ情報共有サービ
ス等との接続をクラウド間連携で行う
ための開発

クラウド間連携機能の開発

オンライン資格確認等システムから、
介護情報基盤へマイナ保険証利用登録
情報を連携するための仕組みの構築等

介護関連データ利活用
に係る基盤構築

Ｐ
Ｍ
Ｈ
関
連
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

オンライン資格確認等、予診情報・予
防接種記録管理/請求支払システム、
PMDA間での連携に係る対応及び運用
支援及びPMDAとの連結情報提供に係
るテスト支援

予防接種事務デジタ
ル化

自治体検診情報連携に係るシステム要
件定義支援及び実証事業の拡大に向け
た運用支援

医療機関等での自治体
検診情報等閲覧

母子保健情報連携に係る要件定義支援
及び実証事業の拡大に向けた運用支援

母子保健事務デジタ
ル化

マイナ資格確認アプリで医療費助成の
資格確認を可能とする仕組みの構築等

公費負担・地方単独医
療費助成事業の情報連
携

※ の番号は、事業計画における項番及びスライド番号を使用している。

主なシステム開発スケジュール(現時点での想定)

2-(1),(2)

凡例 補助金
委託費

テスト 運用保守

▼令和8年4月から全国的な運用開始

テスト

▼令和8年6月から全国的な運用開始

運用保守

12.8億円

10.2億円 5.9億円

2.4億円

9.4億円

37.7億円70.1億円

【共通算定モジュール】 ▼運用開始予定（令和8年6月）
テスト（モデル事業）

【請求支援機能】
設計・開発・テスト テスト

設計・開発・テスト

運用保守

3-(2)

3-(3)

令和7年度中モデル事業開始予定▼

テスト支援 運用支援等

0.2億円 1.8億円

0.6億円

運用支援等

追加改修（検討中）

運用保守
▼令和8年度以降全国的な運用開始

5.1億円 5.5億円

設計・開発・テスト

【訪問診療等への拡大】

先行実施

先行実施

*1 医療費助成分野、予防接種分野、母子保健分野、自治体検診分野、介護分野

*1

設計・開発・テスト（検討中）

追加改修（検討中）・テスト
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保健医療情報会計 情報基盤整備勘定 6/6

令和9年度令和8年度令和7年度

開発概要システム開発（改修）項目
上半期下半期上半期下半期

次世代顔認証付きカードリーダーが、
厚生労働省が定める要件を満たしてい
るかの確認等

次世代顔認証付きカー
ドリーダーの開発に係
る対応オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
等
整
備

オンライン請求ネットワーク関連シス
テム共通認証局において、より強固な
暗号方式の次世代電子証明書が発行で
きるようにするための共通認証局シス
テム改修等

次世代電子証明書の発
行に向けた改修

加入者の更なる利便性の向上を図るた
め、中間サーバーで使用できない外字
がレセコンやマイナポータルにおいて
黒丸文字で表示される事象の解消に向
けた取組

中間サーバー情報連携
等における文字コード
問題の対応に係る改修
等

資格確認書の切れ目のない発行に向け
た改修、マイナ保険証利用率の周知等

マイナンバーカードと
健康保険証の一体化後
の安定運用に向けた対
応等

医療保険者等向け中間サーバーについ
て、公共サービスメッシュ*2へ移行で
きるようにするための改修等

公共サービスメッシュ移行にお
ける対応

救急時医療情報閲覧機能*3について、
電子カルテ情報共有サービスで順次共
有される予定の情報*4の追加
救急搬送中の患者が到着する前に、保
険医療機関において医療情報を閲覧す
る機能について、厚労省の検討を踏ま
えた対応

保健医療情報拡充システム
（救急時における患者の医療情
報の閲覧機能）

※ の番号は、事業計画における項番及びスライド番号を使用している。

5-(2)-ァ

オンライン資格確
認等システム
合計45.2億円

凡例 補助金
委託費

5-(2)-ウ

設計・開発

3.0億円

設計・開発・実機確認・テスト

1.5億円

設計・開発・テスト

令和8年3月リリース予定▼

9.6億円 10.1億円

事前調査・検討

0.6億円 0.8億円

【医療扶助対応】
設計・開発・テスト

4.1億円 4.1億円

10.0億円

23.6億円

改修

追加改修（検討中）

追加改修（検討中）

設計・開発・テスト

【マイナ救急連携等】

5-(2)-イ

5-(2)-エ

5-(3)

主なシステム開発スケジュール(現時点での想定)

*2 行政が持つデータの活用・連携を迅速にするための情報連携基盤、デジタル庁がガバメントクラウド上で共通機能を提供
*3 救急搬送先の保険医療機関において、生命・身体の保護が必要な患者に関する医療情報を閲覧可能とする仕組み

*4 傷病名、薬剤アレルギー等、その他アレルギー等、感染症、検査、処方情報

改修（検討中）
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・【NDB関連業務】体制強化による定員増及び人事院勧告に伴う増 +0.7億円
・【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】人事院勧告に伴う増 +0.0億円

保健医療情報会計 情報分析活用勘定 1/4

支出予算

○業務経費の増 36.9億円 → 39.7億円 （＋2.8億円）

【内訳】 ○給与諸費の増 1.1億円 → 1.9億円 （ ＋0.8億円）

収入予算
令和７年度予算 38.1億円 ⇒ 令和８年度予算 41.6億円（＋3.5億円）

【内訳】○委託費収入の減 31.4億円 → 25.9億円 （▲5.5億円）

・【NDB関連業務】決算剰余金繰入額(3.5億円→14.4億円)の増 +10.8億円
・【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】決算剰余金繰入額(0.0億円→0.1億円)の増 +0.1億円

○受入金の増 3.6億円 → 14.5億円 （+10.9億円）

○補助金収入の減 3.1億円 → 1.2億円 （▲1.9億円）

・【NDB関連業務】決算剰余金の受入れ等に伴う委託費収入の減 ▲5.6億円
・【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】データヘルス・ポータルサイト運用業務に係る委託費収入の増 +0.0億円

・【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】医療扶助における保健指導情報をNDBに連携するためのシステム改修が完了したことに伴う減

令和７年度予算 38.1億円 ⇒ 令和８年度予算 41.6億円（＋3.5億円）

※詳細は後掲

・【NDB関連業務】システム改修案件の拡大等による増 +4.6億円
・【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】医療扶助における保健指導情報をNDBに連携するためのシステム改修の減 ▲1.8億円

【NDB関連業務】＋5.3億円【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】▲1.8億円

【NDB関連業務】＋5.3億円【健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等】▲1.8億円
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保健医療情報会計 情報分析活用勘定 2/4
令和8年度予算のポイント

【支出】

対前年度比8年度予算7年度予算項 目
▲1.320.822.1NDB関連業務（運用保守）
＋5.915.910.1NDB関連システム改修

(▲2.9)(3.3)（6.2)HIC等を経由したNDBデータ提供の改善対応

内
訳

(＋1.7)(1.7)（-)令和８年度診療報酬改定
(＋11.0)(11.0)（-)情報連携基盤へのNDBデータ連携対応
(▲0.4)(-)（0.4)厚生労働省内システムのクラウド化対応
(▲3.5)(-)(3.5)事業者健診、医療扶助健診等のNDB収載

＋4.636.832.2NDB関連計

・情報連携基盤へのNDBデータ連携に係るシステム改修の追加 （+11.0億円）
・HIC等を経由したNDBデータ提供の改善対応に係るシステム改修規模の縮小（▲2.9億円）
・事業者健診、医療扶助健診等のNDB収載に係るシステム改修の完了 （▲3.5億円） 等

単位：億円

【収入】

・NDB関連業務経費については、委託費収入及び受入金により賄うこととしているが、令和8年度は入札効果及び改修規
模縮小等により生じた令和６年度決算剰余金（14.4億円）を受入金として繰り入れることにより▲5.6億円の減

〇 業務経費 +4.6億円

〇 給与諸費 +0.7億円
・体制強化による定員増及び人事院勧告に伴う増

〇 委託費収入 ▲5.6億円

〇 受入金 +10.8億円

・決算剰余金繰入額（3.5億円→14.4億円）の増

〇 NDB関連業務 +5.3億円

〇 健康スコアリング等 ▲1.8億円
・医療扶助における保健指導情報をNDBに連携するためのシステム改修が完了したことに伴う減 等
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0.0

▲1.9

差（②-①）②令和8年度①令和7年度項目

▲9.112.621.71.NDB関連業務

+3.511.47.92.NDB関連システム改修

▲1.62.44.0HIC等を経由したNDB
データ提供の改善対応

＋1.21.2-令和8年度診療報酬
改定

＋7.77.7-情報連携基盤へのNDB
データ連携対応

▲0.4-0.4厚生労働省内システムの
クラウド化対応

▲3.5-3.5事業者健診、医療扶助
健診等のNDB収載

▲5.624.029.6NDB関連小計（1+2）

▲0.00.91.03.健康スコアリングレポート
作成業務

＋0.00.90.94.データヘルス・ポータルサイト
運用業務

+0.01.81.8健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等小計(3+4)

▲5.525.931.4合計

単位：億円
保健医療情報会計 情報分析活用勘定 3/4

委 託 費 収 入

雑 収 入

令和７事業年度
38.1

収入
令和８事業年度

41.6

補 助 金 収 入

31.4

3.1

25.9

1.2

14.5

0.0

▲5.5

<委託費収入の内訳>

受 入 金 3.6 ＋10.9

○委託費収入の主な増減
・NDB関連業務に係る決算剰余金の受入れ等により委託費収入が▲5.5億円の減。
○受入金の主な増減
・令和6年度の決算剰余金の増により受入金が10.9億円の増。

<補助金収入の内訳>

別途積立預金からの受入金（決算剰余金の繰入額）14.5 (+10.9)

＋3.5

差（②-①）②令和8年度①令和7年度項目

▲0.20.81.01.健康スコアリングレポートに
係るシステム改修

＋0.20.40.22.データヘルス・ポータルサイト
の改修

▲1.9-1.9
3.医療扶助保健指導情報

のNDB連携に係るシステム
改修

▲1.91.23.1合計

＋0.0



Change,Challenge,Chance

単位：億円

支出

保健医療情報会計 情報分析活用勘定 4/4

0.0

給与諸費及び退職給付
引 当 預 金 へ の 繰 入

予 備 費 0.0

1.9

令和７事業年度
38.1

令和８事業年度
41.6

1.1

36.9 39.7業 務 経 費

＋0.8
差（②-①）②令和8年度①令和7年度項目

▲1.320.822.11.NDB関連業務

+5.915.910.12.NDB関連システム改修

▲2.93.36.2HIC等を経由したNDBデー
タ提供の改善対応

＋1.71.7-令和8年度診療報酬改定

＋11.011.0-情報連携基盤へのNDBデー
タ連携対応

▲0.4-0.4厚生労働省内システムのクラ
ウド化対応

▲3.5-3.5事業者健診、医療扶助健
診等のNDB収載

+4.636.832.2NDB関連小計（1+2）

▲0.21.71.93.健康スコアリングレポート
関連業務

＋0.31.31.04.データヘルス・ポータルサイト
関連業務

▲1.9-1.95.医療扶助保健指導情報の
NDB連携に係るシステム改修

▲1.83.04.8健康ｽｺｱﾘﾝｸﾞ等小計(3+4+5)

＋2.839.736.9合計

<業務経費の内訳>

○給与諸費については、 NDB関連業務に係る体制強化による職員増及び人事院勧告に
伴う増により0.8億円の増。
○業務経費については、改修案件の拡大等により2.8億円の増。

＋3.5

＋2.8

給与諸費 1.9 (+0.8)
職員数の増 (+5人）等に伴う増
令和7年度定員 令和8年度定員

10人 → 15人

＋0.0



①令和7年度
予算額

②令和8年度
予算額

主　　　　要　　　　事　　　　項 参　　　　　　考

千円 千円 千円

2,925,775 4,820,828 1,895,053  　《収　　入》

　 （款・項）　利用料収入 - 39,323 39,323      

（目）　マイナ救急利用料収入 - 39,323 39,323      

（款・項）　受入金 1,049,108 972,176 ▲ 76,932      

（目）　別途積立預金からの受入金 406,972 234,755 ▲ 172,217    

（目）　システム機器更新等経費
     　  積立預金からの受入金

642,136 642,136 -            

（目）　国保中央会からの受入金 - 95,285 95,285      

- 198,959 198,959    

4,361 14,940 10,579      

3,979,244 6,046,226 2,066,982  
　

　《支　　出》

（項）　事務取扱費 3,838,746 5,593,608 1,754,862  

・　給与諸費 393,696 508,184 114,488    

・　業務経費 3,433,330 5,071,460 1,638,130  

　〔　システム関連経費　〕 3,343,273 4,623,740 1,280,467  

　〔　その他の経費　〕 90,057 447,720 357,663    

・　退職給付引当預金への繰入 11,720 13,964 2,244       

（款・項）　共同運営調整金 116,221 -                 ▲ 116,221    

（款・項）　積立金 - 407,719 407,719    

（目）　システム機器更新等経費
　　　　積立預金への繰入

- 312,434 312,434    

（目）　別途積立預金への繰入 - 95,285 95,285      

（款・項）　予備費 24,277 44,899 20,622      

3,979,244 6,046,226 2,066,982  

支
　
　
　
　
出

　 （款）　業務取扱費 3,838,746 5,593,608 1,754,862  

支　　　　出　　　　合　　　　計

　令和8事業年度　保健医療情報会計 収入支出予算　概要　

（情報基盤運用勘定）

事　　　　項　　　　科　　　　目
③（②－①）

比較増▲減額

収
　
　
　
　
入

　 （款・項）　負担金収入

   （款・項）　雑収入

収　　　　入　　　　合　　　　計

   （款・項）　共同運営調整金収入

＜ 内 訳 ＞

○ 給与諸費

・ 運営体制一元化に伴い国保中央会の運用体制を引き継ぐこと、予算定員及

び人事院勧告に伴う期末手当等の増を織り込み、必要な経費として約5.1億円

を計上

○ 業務経費

〈システム関連経費〉

・ 運営体制一元化に伴う地域医療保険者に係る経費の計上、社会経済情勢に

よる影響やサービス利用拡大に伴うベンダ保守経費の増等を織り込み、必要

な経費として約46.2億円を計上

〈その他の経費〉

・ 運用体制一元化に伴う地域医療保険者に係る経費の計上、事務所移転に

伴う敷金、建物賃借料及び消耗品費等業務運営に必要な経常経費として

約4.5億円を計上

○ 退職給付引当預金への繰入

・ 予算定員の増を織り込み、約0.1億円を計上

○ 積立金

・ システム機器更新等経費積立預金への繰入は、オンプレ機器（情報提供サ

ーバー及び配信用サーバー）に係る次期機器更新に向けた積立として約3.1

億円を計上

・ 別途積立預金への繰入は、運営体制一元化に伴い国保中央会から受入れる

令和7年度決算剰余金として約1億円を計上

○ 予備費

・ 予見し難い不測の事態等に備えるための経費として約0.4億円を計上

○ 負担金収入

・ 負担金収入は、加入者数に運営負担金月額単価及び12ケ月を乗じて算出

・ 運営体制一元化に伴い地域医療保険者に係る負担金収入を計上

（令和8年10月以降）

上記を踏まえ、医療保険者からの負担金収入として約48.2億円を計上

○ 利用料収入

・ マイナ救急利用料収入は、救急搬送中の救急時医療情報閲覧機能に係る

オンライン資格確認等システムの利用料として約0.4億円を計上

○ 受入金

・ 別途積立預金からの受入金は、令和6年度決算剰余金の約2.3億円を計上

・ システム機器更新等経費積立預金からの受入金は、約6.4億円を計上

・ 国保中央会からの受入金は、運営体制一元化に伴い国保中央会から受入

れる令和7年度決算剰余金として約1億円を計上

○ 共同運営調整金収入

・ 運営体制一元化に伴い国保中央会における令和8年度上半期剰余見込額

を期中に引き継ぐため約2億円を計上

○ 雑収入

・ 退職給付引当預金等の利子収入及び退去する事務所の敷金返還額を計上

＜システム関連経費＞ (単位:億円)
①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）

15.1 22.0 6.9

18.3 24.2 5.9

33.4 46.2 12.8

中間サーバー等運用経費

《業務経費》

区　　　分

オンライン資格確認等システム運用経費

合　　　計

《負担金収入》

＜中間サーバー＞

加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数 収入

千人 円 億円 千人 円 億円 千人 億円

協会けんぽ
39,668 1.02 4.9 39,820 1.62 7.7 153 2.9

健保組合
28,019 1.02 3.4 27,914 1.62 5.4 ▲ 106 2.0

共済組合等
9,778 1.38 1.6 9,754 1.98 2.3 ▲ 24 0.7

生活保護
2,019 1.09 0.3 2,000 1.20 0.3 ▲ 19 0.0

国保組合
-             -              -             2,510 1.62 0.2 2,510 0.2

広域連合
-             -              -             20,325 1.79 2.2 20,325 2.2

市町村国保
-             -              -             22,038 1.39 1.8 22,038 1.8

合計
79,483 -            10.2        124,361 -            20.0      44,878 9.9

＜オンライン資格確認等＞

加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数 収入

千人 円 億円 千人 円 億円 千人 億円

協会けんぽ
39,668 1.91 9.1 39,820 2.25 10.8 153 1.7

健保組合
28,019 1.91 6.4 27,914 2.25 7.5 ▲ 106 1.1

共済組合等
9,778 1.91 2.2 9,754 2.25 2.6 ▲ 24 0.4

生活保護
2,019 5.51 1.3 2,000 4.86 1.2 ▲ 19 ▲ 0.2

国保組合
-           -            -           2,510 2.25 0.3 2,510 0.3

広域連合
-           -            -           20,325 2.27 2.8 20,325 2.8

市町村国保
-           -            -           22,038 2.25 3.0 22,038 3.0

合計
79,483 -            19.1        124,361 -            28.2      44,878 9.1

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）

＜システム関連経費＞ (単位:億円)
①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）

15.1 22.0 6.9

18.3 24.2 5.9

33.4 46.2 12.8

中間サーバー等運用経費

《業務経費》

区　　　分

オンライン資格確認等システム運用経費

合　　　計

《負担金収入》

＜中間サーバー＞

加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数 収入

千人 円 億円 千人 円 億円 千人 億円

協会けんぽ
39,668 1.02 4.9 39,820 1.62 7.7 153 2.9

健保組合
28,019 1.02 3.4 27,914 1.62 5.4 ▲ 106 2.0

共済組合等
9,778 1.38 1.6 9,754 1.98 2.3 ▲ 24 0.7

生活保護
2,019 1.09 0.3 2,000 1.20 0.3 ▲ 19 0.0

国保組合
-             -              -             2,510 1.62 0.2 2,510 0.2

広域連合
-             -              -             20,325 1.79 2.2 20,325 2.2

市町村国保
-             -              -             22,038 1.39 1.8 22,038 1.8

合計
79,483 -            10.2        124,361 -            20.0      44,878 9.9

＜オンライン資格確認等＞

加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数
運営負担金
月額単価

収入 加入者数 収入

千人 円 億円 千人 円 億円 千人 億円

協会けんぽ
39,668 1.91 9.1 39,820 2.25 10.8 153 1.7

健保組合
28,019 1.91 6.4 27,914 2.25 7.5 ▲ 106 1.1

共済組合等
9,778 1.91 2.2 9,754 2.25 2.6 ▲ 24 0.4

生活保護
2,019 5.51 1.3 2,000 4.86 1.2 ▲ 19 ▲ 0.2

国保組合
-           -            -           2,510 2.25 0.3 2,510 0.3

広域連合
-           -            -           20,325 2.27 2.8 20,325 2.8

市町村国保
-           -            -           22,038 2.25 3.0 22,038 3.0

合計
79,483 -            19.1        124,361 -            28.2      44,878 9.1

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差（②-①）



①令和7年度
予算額

②令和8年度
予算額

主　　　　要　　　　事　　　　項

千円 千円 千円

21,006,482      13,544,433      ▲ 7,462,049         　《収　　入》

20,636,434      13,272,433      ▲ 7,364,001         

（目）　オンライン資格確認等システム等整備事業 4,583,164        4,594,862        11,698             

（目）　保健医療情報拡充システム開発事業 453,921           447,732           ▲ 6,189               

（目）　全国医療情報プラットフォーム開発事業 6,021,608        -                    ▲ 6,021,608         

（目）　医療情報システムのクラウド化に伴う検討事業 -                    990,000           990,000            

（目）　電子カルテ情報等分析関連サービス開発事業 -                    220,000           220,000            

（目）　介護関連データ利活用に係る基盤構築事業 1,038,000        605,000           ▲ 433,000            

（目）　予防接種事務デジタル化等事業 1,318,000        270,000           ▲ 1,048,000         

（目）　自治体検診DX推進事業 -                    183,000           183,000            

（目）　共通算定モジュール開発等事業 7,161,021        3,951,983        ▲ 3,209,038         

（目）　医療保険者等向け中間サーバー改修事業 60,720            83,058            22,338             

（目）　医療法改正に伴う医療ＤＸ拠点環境整備事業 -                    1,755,585        1,755,585         

（目）　PMH医療費助成システム等の移管準備等事業 -                    171,213           171,213            

200,000           200,000           -                    

（目）　全国医療情報プラットフォーム連携基盤調査事業 200,000           200,000           -                    

-                    72,000            72,000             

（目）　母子保健事務デジタル化等事業 -                    72,000            72,000             

170,048           -                    ▲ 170,048            

（目）　救急業務用オンライン資格確認等システム改修事業 170,048           -                    ▲ 170,048            

630,029           552,970           ▲ 77,059             

538,168           552,970           14,802             

72,200            -                    ▲ 72,200             

19,661            -                    ▲ 19,661             

142                317                175                 

21,636,653      14,097,720      ▲ 7,538,933         
　

千円 千円 千円

21,006,623      13,544,749      ▲ 7,461,874         　《支　　出》

（項）　事務取扱費 21,006,623      13,544,749      ▲ 7,461,874         

・　給与諸費 552,307           507,871           ▲ 44,436             

・　業務経費 20,425,870      13,015,090      ▲ 7,410,780         

　〔　システム関連経費　〕 20,113,301      12,861,746      ▲ 7,251,555         

　〔　その他の経費　〕 312,569           153,344           ▲ 159,225            

・　退職給付引当預金への繰入 28,446            21,788            ▲ 6,658               

630,029           552,970           ▲ 77,059             

（項）　デジタル社会形成推進経費 538,168           552,970           14,802             

（項）　消防防災体制等整備経費 72,200            -                    ▲ 72,200             

（項）　健康対策関係業務経費 19,661            -                    ▲ 19,661             

1                    1                    -                    

21,636,653      14,097,720      ▲ 7,538,933         

　令和8事業年度　保健医療情報会計収入支出予算　概要　

（情報基盤整備勘定）

事　　　　項　　　　科　　　　目
③（②－①）

比較増▲減額

　 （款）　補助金収入

 （項）　地域診療情報連携推進費補助金

 （項）　疾病予防対策事業費等補助金

 （項）　社会保障・税番号制度システム整備費補助金

収
　
　
　
　
入

支
　
　
　
　
出

支　　　　出　　　　合　　　　計

　 （款）　委託費収入

 （項）　デジタル社会形成推進費収入

 （項）　消防防災体制等整備費収入

 （項）　健康対策関係業務費収入

   （款・項）　雑収入

 （項）　母子保健衛生対策費補助金

収　　　　入　　　　合　　　　計

　 （款）　業務取扱費

　 （款）　委託経費

 　（款・項）　予備費

＜ 内 訳 ＞

〈その他の経費〉

・ 関係団体委託料、建物賃借料及び消耗品等業務運営に必要な経費として約1.5億円を計上

〈委託経費〉

・ 健康・医療・介護分野デジタル化推進事業、死亡届・死亡診断書オンライン・デジタル化に

係る整備に向けた対応等に必要な経費として約5.5億円を計上

○ 業務経費

○ 補助金収入

・ オンライン資格確認等システム等整備、保健医療情報拡充システム開発、医療情報システムの

クラウド化に伴う検討、電子カルテ情報等分析関連サービス開発、介護関連データ利活用に

係る基盤構築 、予防接種事務デジタル化等、自治体検診DX推進、共通算定モジュール開発等、

医療保険者等向け中間サーバー改修、医療法改正に伴う医療ＤＸ拠点環境整備、PMH医療費

助成システム等移管準備等、全国医療情報プラットフォーム連携基盤調査、母子保健事務

デジタル化等に係る開発・改修及び人件費等

○ 委託費収入

・ 健康・医療・介護分野デジタル化推進事業、死亡届・死亡診断書オンライン・デジタル化に

係る整備に向けた対応等

○ 雑収入

・ 退職給付引当預金の利子収入を計上

〈システム関連経費〉

・ 各種システム等の開発・改修に必要な経費として約128.6億円を計上

(単位:億円)
①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差額(②－①)

オンライン資格確認等システム等整備 44.8 44.7 ▲ 0.1
保健医療情報拡充システム 4.1 4.0 ▲ 0.1

電子カルテ情報共有サービス 55.7 - ▲ 55.7
クラウド間連携機能の開発 - 9.3 9.3

電子カルテ情報等分析関連サービス開発 - 1.5 1.5
介護関連データ利活用に係る基盤構築 9.9 5.7 ▲ 4.2

予防接種事務デジタル化 12.8 2.4 ▲ 10.4
医療機関等で自治体検診情報等を閲覧する仕組み - 1.6 1.6

共通算定モジュール開発等 69.6 37.3 ▲ 32.3
公共サービスメッシュ移行における対応 0.6 0.8 0.2

医療法改正に伴う医療ＤＸ拠点環境整備 - 17.6 17.6
PMH医療費助成システム等の移管準備 - 1.0 1.0

感染症の発生届等の届出の仕組み 2.0 2.0 ▲ 0.0
母子保健事務デジタル化 - 0.6 0.6

マイナ救急業務のシステム構築 1.5 - ▲ 1.5
合　　　計 201.1 128.6 ▲ 72.5



①令和7年度
予算額

②令和8年度
予算額

主　　　　要　　　　事　　　　項

千円 千円 千円

3,140,993 2,586,206 ▲ 554,787        
　《収　　入》

（項）　医療費適正化対策推進関連事業収入 3,123,569 2,568,546 ▲ 555,023        

（項）　保険者等委託費収入 17,424 17,660 236              

306,104 120,000 ▲ 186,104        

（項）　高齢者医療運営円滑化等補助金 120,000 120,000 -                

（項）　地域診療情報連携推進費補助金 186,104                       - ▲ 186,104        

358,201 1,450,005 1,091,804      

783 2,346 1,563            

3,806,081 4,158,557 352,476        
　

　 （款）　業務取扱費 3,499,224 4,036,306 537,082        　《支　　出》

（項）　事務取扱費 3,499,224 4,036,306 537,082        

・　給与諸費 105,530 178,120 72,590          

・　業務経費 3,388,658 3,850,709 462,051        

　〔　業務運用経費　〕 3,351,248 3,794,246 442,998        

　〔　その他の経費　〕 37,410 56,463 19,053          

・　退職給付引当預金への繰入 5,036 7,477 2,441            

306,104 120,000 ▲ 186,104        

（項）　データヘルス推進事業費 120,000 120,000 -                

（項）　連携システム改修事業費 186,104 -                      ▲ 186,104        

（款・項）　予備費 753 2,251 1,498            

3,806,081 4,158,557 352,476        

支
　
　
　
　
出

   （款）　　　補助金事業経費

支　　　　出　　　　合　　　　計

　令和8事業年度　保健医療情報会計 収入支出予算　概要　

（情報分析活用勘定）

事　　　　項　　　　科　　　　目
③（②－①）

比較増▲減額

収
　
　
　
　
入

   （款）　　委託費収入

   （款）　　　補助金収入

   （款）　　　受入金

   （款・項）　雑収入

収　　　　入　　　　合　　　　計

(単位:億円)

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差額（②－①）

Ｎ Ｄ Ｂ 関 連 業 務 29.6 24.0 ▲ 5.6

健 康 ス コ ア リ ン グ レ ポ ー ト 作 成 及 び

デ ー タ ヘ ル ス ・ ポ ー タ ル サ イ ト 運 用 業 務
1.8                    1.8 0.0

31.4 25.9 ▲ 5.5合　　　計

＜ 内 訳 ＞

○ 業務経費

〈業務運用経費〉

・ 健康スコアリングレポート作成及びデータヘルス・ポータルサイト運用業務、並びにNDB関連業務の

実施に必要な経費として約37.9億円を計上

〈その他の経費〉

・ 建物賃借料及び消耗品費等業務運営に必要な経常経費として約0.6億円を計上

○ 補助金事業経費

・ 健康スコアリングレポート及びデータヘルス・ポータルサイトの改修経費として1.2億円を計上

○ 委託費収入

・ 厚生労働省及び保険者等からの委託費

○ 補助金収入

・ 健康スコアリングレポート及びデータヘルス・ポータルサイトの改修経費として1.2億円を計上

○ 受入金

・ 別途積立預金からの受入金として、令和6年度決算剰余金を計上

○ 雑収入

・ 退職給付引当預金、別途積立預金等の利子収入を計上

(単位:億円)

①令和7年度予算 ②令和8年度予算 ③差額（②－①）

Ｎ Ｄ Ｂ 関 連 業 務 31.9 36.3 4.4

健 康 ス コ ア リ ン グ レ ポ ー ト 作 成 及 び

デ ー タ ヘ ル ス ・ ポ ー タ ル サ イ ト 運 用 業 務
1.6                    1.7 0.0

33.5 37.9 4.4合　　　計


